
マナー・プロトコール検定 準１級  問題例 
 

●選択問題 
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【問題１】プロトコールの５原則について、不適切なものを選びなさい。 
 
１） 「序列の重要性」とは、公式行事や晩餐会等において、入場、席次などさまざまな場面で

序列が配慮されることをさす。 
２） 「右上位」とは、向かって右側が上位となることで、国旗の掲揚順や席次などに用いられ

る原則である。 
３） 「返礼・相互主義」とは、招待や接待のおもてなしを受けたときは、そのお返しをすると

いうことである。 
４） 「異文化の尊重」は、”Local Customs Respected”の和訳で、「郷に入っては郷に従え」と

いうことである。 
５） 「レディ・ファースト」とは、女性を優先することである。 

 
【問題２】日本、アメリカ、カナダ、韓国の国旗を国連方式で掲揚する場合の正しい順番を選

びなさい。（主催国を考慮する必要はない） 
 
１） (向かって左から) アメリカ、カナダ、日本、韓国 
２） (向かって左から) アメリカ、カナダ、韓国、日本 
３） (向かって左から) カナダ、日本、韓国、アメリカ 
４） (向かって左から) カナダ、韓国、アメリカ、日本 
５） (向かって左から) アメリカ、韓国、日本、カナダ 

 
【問題３】名刺の取り扱い方について、適切なものを選びなさい。 
 
１） 名前の読み方が分からなかった場合でも、その場で本人に聞くのは失礼である。 
２） 名刺を切らしたので、相手の名刺を受け取り、後日郵送すると伝えた。 
３） 目上の人から名刺が差し出されてから目下の人が自分の名刺を出すのが原則である。 
４） 名刺入れを忘れたので、いただいた名刺をすぐにポケットにしまった。 
５） 名刺交換後、訪問日を忘れないよう、本人の目の前で日付を記入した。 
 
【問題４】レストランのマナーで適切なものを選びなさい。 
 
１） レストランの入口に案内係がいなかったので、空いている席に座った。 
２） 連絡が分かるように携帯電話をテーブルの上に置いた。 
３） オーダーを追加するとき、指を鳴らしてウエイターを呼んだ。 
４） 案内係が最初に椅子を引いた席は、ホストの席を意味する。 
５） サービス係が不在の場合、席に着くときや席を立つときは、男性が女性をエスコートする。 
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【問題５】和食の作法について、不適切なものを選びなさい。 
 
１） 取り箸がなかったので、自分の箸先を返して大皿から料理を取った。 
２） 煮物の汁がたれそうなので、小皿で受けながら口に運んだ。 
３） 器を手に持つ時は、いったん箸を置くのが作法である。 
４） 同じ料理ばかりを続けて食べることを「続き箸」といい、忌み箸の一つである。 
５） 懐紙を持っている時は、それを使って魚の頭を押さえて食べるとよい。 
 
【問題６】結納について、不適切なものを選びなさい。 

 

１） 仲人が両家の間を往復して結納の品物を届けることがある。 

２） 結納の起源は、江戸時代に徳川家光が行った「納采
のうさい

」であると言われている。 

３） 結納品には特に決まりはないので、両家が互いに気に入ったものを贈りあえばよい。 

４） 結納品の長
なが

熨斗
の し

とは、あわびを叩いて長くのばしたもので、長寿の願いが込められている。 

５） 友志良賀
と も し ら が

は、白髪になるまで健康でいられるようにという願いが込められている。 

 

※実際の試験では、選択問題は５０問出題されます。（試験時間６０分） 

 

【解答】問題１＝２  問題２＝３  問題３＝２  問題４＝５ 

    問題５＝１，４   問題６＝２，３ 

 

 

●論述問題 

【問題１】日本の礼法の確立について、あなたの知っていることを述べよ。 
【問題２】ビジネスにおける人間関係で、特に留意する点について具体例をあげてあなたの 

考えを述べよ。 
【問題３】洞爺湖サミットや北京オリンピックを例にあげて、あなたの知っているプロトコー

ルの知識について述べよ。 
 

論述問題では、ほぼＡ４用紙１ページの回答スペースに回答を記入いただきます。 

 

※実際の試験では、論述問題は５問出題されます。（試験時間９０分） 


